
（エントランスホール） （居住スペース）

□ 取組の背景

（講義室）

□ 工夫・留意した点

• 令和７年度事業で拠点整備を実施し、令和８年度事業で森
林教育等のプログラムの作成を計画

• 既存の取り組みが活かせるよう、林業アカデミーの講義の
一部を公開化するための講義室や教育効果を向上させるた
めの展示室を整備

• 施設の内装材として、町内で製造された株式会社オロチの
LVLや、林業アカデミーの学生が実習で伐採した木材を使
用することで、木材利用の普及にも活用予定

• 移住定住を促進させるために、林業アカデミーの学生を主
とした居住スペースを整備

□ 取組の効果

• 施設整備前は林業アカデミーの講義室を利用して森林教育
を実施していたため、森林教育が講義の日程に左右される
ことから実施に制限がかかっていた問題が解消された。

• 施設整備前は、林業アカデミー学生の居住先の確保に苦労
し、学生募集の制約となっていたが、施設整備によりその
問題が解消された。また、学生同士の交流も期待できる。

• 内装材に町内の木材を利用することで、普及啓発の効果が
期待できる。

➢ 森林教育や林業研修の実施による関係人口の向上を検討していたが、その拠点が課題となっている。

➢ このため、既存施設を改修することで、森林・林業教育拠点を整備する取組を実施。

鳥取県 日南町（森林・林業教育拠点整備事業）人材育成・確保

□ 事業内容
森林・林業教育拠点改修工事

• 既存施設を改修工事することで、森林・林業の教育拠点を整備
（名称：日南町農林MIRAIセンター）

• 講義室、森林・林業関連の展示室、林業学校学生用の寮、
事務室の整備及び備品購入

【事 業 費】248,060千円

（うち譲与税128,394千円、第2世代交付金119,666千円）

【実 績】248,060千円

RC造 1 階建延面積 1 ,098.64m2

• 2019年から町営の林業学校（名称：にちなん中国山地林業アカデ
ミー）を運営

• 日南町教育大綱（ 2020 年 4 月策定）の基本理念として、「木育」
を柱とした日南町一貫的森林教育プログラムを策定

• 「木育」のノウハウを活かし、関係人口の増加を目的とした森林・
林業の教育拠点を整備


